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配点は各問 25点です．平均点は 48.1点，最高点は 100点 (1人)でした．

[1] (T ∗ φ)(x) = ⟨T, τxφ̌⟩ なので，T は，試験関数 τxφ̌ に φ′(x) を対応させてい
ることになります．これはすなわち，φ に対して −φ′(0) を対応させているというこ
とです．よって，T = δ′ です．

[2] T ′′ + T = 0 を Fourier 変換して，(1 − ξ2)T̂ = 0 を得ます．これは，T̂ =
aδ1 + bδ−1 の形であることを意味します．(a, b は複素定数です．) 逆 Fourier 変換し
て，T = aeix + be−ix となります．(a, b は任意の定数なので 2π は無視しました．)

[3] ⟨T, τxφ̌⟩ = ⟨1, τxφ̌⟩ が任意の試験関数 φ に対して成り立つので，T = 1 です．
(右辺は定数関数 1 を表しています．)

[4] 超関数として f を 2回微分すると，f ′′ = δ−2 − 2δ−1 + 2δ1 − δ2 を得ます．こ
れを Fourier 変換して，−ξ2f̂(ξ) = e2iξ − 2eiξ + 2e−iξ − e−2iξ となります．f, f ′ の
Fourier 変換が L2 であることより，f̂(ξ) = (4i sin ξ − 2i sin 2ξ)/ξ2 となります．こ
れより求める答えは s < 3/2 です．


